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1. 平成27年3月期第2四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第2四半期 35,112 △0.7 1,757 5.2 1,705 3.9 1,165 40.3
26年3月期第2四半期 35,366 0.2 1,670 17.5 1,642 30.3 830 5.2

（注）包括利益 27年3月期第2四半期 1,614百万円 （2.6％） 26年3月期第2四半期 1,573百万円 （144.6％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第2四半期 7.85 ―
26年3月期第2四半期 5.60 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

27年3月期第2四半期 67,031 23,880 34.0 153.70
26年3月期 65,291 22,978 33.5 147.37
（参考）自己資本 27年3月期第2四半期 22,822百万円 26年3月期 21,883百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無  

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 0.00 ― 2.50 2.50
27年3月期 ― 0.00
27年3月期（予想） ― 2.50 2.50

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 73,000 0.5 4,300 0.6 4,250 0.9 2,600 0.3 17.51



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関
する説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期2Q 148,553,393 株 26年3月期 148,553,393 株
② 期末自己株式数 27年3月期2Q 65,114 株 26年3月期 63,532 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期2Q 148,489,477 株 26年3月期2Q 148,490,770 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費税増税後の需要減から回復の兆しは見られますが、そのペ

ースは遅く、依然低調に推移しております。また、海外情勢の不安定化による原材料価格の高騰や新興国経済の成長鈍

化、国内での住宅着工件数の減少などの要因により、今後の関連業界の先行きは不透明であります。

このような状況のもと当社グループは、新中期経営計画の初年度として、前中期経営計画で構築した収益体質

を業績に反映できるよう、諸施策を遂行してまいりました。国内塗料事業におきましては、消費税増税後の需要

減や、人手不足による建設予定工事の遅延などにより建築塗料分野や建材塗料分野が低迷し、収益は低調に推移

いたしました。一方、海外塗料事業におきましては、中国を中心に需要が堅調に推移し、売上は伸長いたしまし

た。照明機器事業におきましては、消費税増税後の小売業界の設備投資抑制の影響により、売上は減少いたしま

したが、高付加価値商品の拡販と生産性の向上により、増益となりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は351億１千２百万円（前年同四半期比 0.7％減）、営業利益は

17億５千７百万円（同 ８千６百万円増）、経常利益は17億５百万円（同 ６千３百万円増）、四半期純利益は11

億６千５百万円（同 ３億３千４百万円増）となりました。

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

［国内塗料事業］

国内塗料事業は、高付加価値品の拡販に注力いたしましたが、受注競争の激化や消費税増税後の需要減の影響が

色濃く、売上は低調に推移いたしました。加えて、原材料価格の高騰の影響を受けましたが、経費削減に努めた結

果、収益は前年同期をわずかに下回る水準にとどまりました。

この結果、売上高は257億２千１百万円（前年同四半期比 0.8％減）、セグメント利益は９億２千８百万円（同 

２千４百万円減）となりました。

 

［海外塗料事業］

海外塗料事業は、タイにおける政情不安と自動車生産量の減少により自動車用塗料の売上は低迷いたしました

が、中国、メキシコ及びインドネシアにおいて自動車部品用塗料を中心に底堅い需要に支えられ、増収、増益と

なりました。

この結果、売上高は35億５千８百万円（前年同四半期比 5.7％増）、セグメント利益は３億１千５百万円（同 

９千５百万円増）となりました。

 

［照明機器事業］

照明機器事業は、消費税増税後の小売業界の設備投資抑制の影響により売上は低迷いたしましたが、高付加価

値商品の拡販と生産性の向上により、減収ながら増益となりました。

この結果、売上高は42億７千９百万円（前年同四半期比 3.9％減）、セグメント利益は３億１千１百万円（同 

１千１百万円増）となりました。

 

［蛍光色材事業］

蛍光色材事業は、国内市場では主力製品が堅調に推移いたしましたが、海外市場における蛍光顔料の需要が低

調に推移し、減収、減益となりました。

この結果、売上高は６億９千９百万円（前年同四半期比 8.4％減）、セグメント利益は７千５百万円（同 ４千

１百万円減）となりました。

 

［その他事業］

売上高は８億５千３百万円（前年同四半期比 0.8％減）、セグメント利益は６千４百万円（同 １千２百万円

増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末の総資産は670億３千１百万円となり、前連結会計年度末と比較して17億４千万円

の増加となりました。流動資産は331億９千万円で前連結会計年度末と比較して５億９千２百万円の増加となりま

したが、これは現金及び預金の増加２億８千３百万円、受取手形及び売掛金の減少３億１千８百万円、たな卸資

産の増加６億４千４百万円、繰延税金資産の減少８千５百万円、その他流動資産の増加５千５百万円等が主因で

あります。固定資産は338億４千万円で前連結会計年度末と比較して11億４千７百万円の増加となりましたが、こ

れは有形固定資産の増加２億７千５百万円、投資その他の資産の増加８億５千７百万円等が主因であります。

負債は431億５千万円となり、前連結会計年度末と比較して８億３千８百万円の増加となりました。流動負債は

356億７千２百万円で前連結会計年度末と比較して40億８千３百万円の増加となりましたが、これは支払手形及び

買掛金の増加５億３百万円、短期借入金の増加38億１百万円、リース債務の減少９千４百万円、未払法人税等の

減少８千８百万円、環境対策引当金の減少６千６百万円、その他流動負債の増加２千１百万円等が主因でありま

す。固定負債は74億７千８百万円で前連結会計年度末と比較して32億４千５百万円の減少となりましたが、これ

は長期借入金の減少33億１千３百万円、リース債務の減少４千３百万円、退職給付に係る負債の増加１億７千１

百万円、環境対策引当金の減少３千４百万円等が主因であります。

純資産は238億８千万円で前連結会計年度末と比較して９億１百万円増加となりました。これは利益剰余金の増

加５億３千４百万円、その他有価証券評価差額金の増加４億５千８百万円、為替換算調整勘定の減少９千２百万

円、退職給付に係る調整累計額の増加３千９百万円、少数株主持分の減少３千７百万円等が主因であります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

現時点では、平成26年５月13日発表の通期連結業績予想を変更しておりません。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（退職給付に関する会計基準等の適用）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、割引率の決定

方法を単一の加重平均割引率による方式（平均割引期間方式）へ変更しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が405百万円増加（退職給付に係る資産の減

少を含む）し、利益剰余金が259百万円減少しております。また、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利

益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。

 

（４）追加情報

（退職給付制度の移行）

当社及び一部の連結子会社は、平成26年４月１日付で確定給付企業年金制度の一部を確定拠出企業年金制度に移

行したことにより、「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」（企業会計基準適用指針第１号 平成14年１月

31日）及び「退職給付制度間の移行等の会計処理に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第２号 平成14年３月

29日、平成19年２月７日改正）を適用し、確定拠出企業年金制度への移行部分について退職給付制度の一部終了の

処理を行っております。

本制度移行に伴う影響額は、当第２四半期連結累計期間の特別利益として238百万円を計上しております。
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（５）その他

（経営上の重要な契約等）

当社は、平成26年７月29日開催の取締役会において、関西ペイント株式会社の連結子会社である久保孝ペイント

株式会社との間で、共同で新設分割を行うことにより、国内における粉体塗料の製造を行う合弁会社を設立するこ

とを決議し、同日付で関西ペイント株式会社及び久保孝ペイント株式会社と合弁会社設立契約書を締結いたしまし

た。

また、平成26年11月10日開催の取締役会において、共同新設分割計画書を承認いたしました。詳細は「３ 四半

期連結財務諸表 （４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 （重要な後発事象）」に記載のとおりでありま

す。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,439 2,722 

受取手形及び売掛金 17,977 17,659 

商品及び製品 5,780 5,959 

仕掛品 1,125 1,206 

原材料及び貯蔵品 3,072 3,456 

繰延税金資産 821 735 

その他 1,511 1,567 

貸倒引当金 △130 △118 

流動資産合計 32,598 33,190 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 19,759 19,724 

減価償却累計額 △13,089 △12,923 

建物及び構築物（純額） 6,669 6,801 

機械装置及び運搬具 22,622 22,842 

減価償却累計額 △19,420 △19,508 

機械装置及び運搬具（純額） 3,202 3,334 

土地 11,998 12,067 

リース資産 738 704 

減価償却累計額 △329 △340 

リース資産（純額） 409 363 

建設仮勘定 109 75 

その他 5,201 5,297 

減価償却累計額 △4,354 △4,428 

その他（純額） 846 868 

有形固定資産合計 23,235 23,510 

無形固定資産    

のれん 32 24 

リース資産 281 193 

その他 324 436 

無形固定資産合計 639 654 

投資その他の資産    

投資有価証券 5,451 6,178 

繰延税金資産 2,163 1,803 

退職給付に係る資産 13 609 

その他 1,266 1,163 

貸倒引当金 △78 △80 

投資その他の資産合計 8,817 9,675 

固定資産合計 32,692 33,840 

資産合計 65,291 67,031 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 17,858 18,361 

短期借入金 7,943 11,744 

リース債務 340 246 

未払法人税等 450 361 

製品補償引当金 65 72 

環境対策引当金 67 1 

その他 4,863 4,885 

流動負債合計 31,589 35,672 

固定負債    

長期借入金 7,361 4,047 

リース債務 578 534 

繰延税金負債 45 29 

再評価に係る繰延税金負債 1,514 1,514 

退職給付に係る負債 986 1,157 

環境対策引当金 97 63 

その他 140 129 

固定負債合計 10,723 7,478 

負債合計 42,312 43,150 

純資産の部    

株主資本    

資本金 8,827 8,827 

資本剰余金 2,443 2,443 

利益剰余金 7,068 7,602 

自己株式 △9 △9 

株主資本合計 18,329 18,863 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,261 1,719 

土地再評価差額金 1,671 1,671 

為替換算調整勘定 39 △53 

退職給付に係る調整累計額 582 621 

その他の包括利益累計額合計 3,553 3,958 

少数株主持分 1,095 1,057 

純資産合計 22,978 23,880 

負債純資産合計 65,291 67,031 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 35,366 35,112 

売上原価 25,693 25,550 

売上総利益 9,673 9,562 

販売費及び一般管理費 8,002 7,805 

営業利益 1,670 1,757 

営業外収益    

受取利息 1 1 

受取配当金 67 81 

その他 247 161 

営業外収益合計 315 244 

営業外費用    

支払利息 191 138 

その他 151 157 

営業外費用合計 343 295 

経常利益 1,642 1,705 

特別利益    

固定資産売却益 1 8 

投資有価証券売却益 3 2 

退職給付制度終了益 － 238 

その他 － 15 

特別利益合計 5 264 

特別損失    

固定資産処分損 49 64 

環境対策引当金繰入額 132 － 

その他 12 26 

特別損失合計 194 91 

税金等調整前四半期純利益 1,452 1,879 

法人税、住民税及び事業税 265 338 

法人税等調整額 271 309 

法人税等合計 536 648 

少数株主損益調整前四半期純利益 916 1,230 

少数株主利益 85 65 

四半期純利益 830 1,165 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 916 1,230 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 354 454 

為替換算調整勘定 297 △114 

退職給付に係る調整額 － 41 

持分法適用会社に対する持分相当額 4 2 

その他の包括利益合計 657 383 

四半期包括利益 1,573 1,614 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,413 1,570 

少数株主に係る四半期包括利益 160 44 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 1,452 1,879 

減価償却費 1,033 880 

のれん償却額 26 8 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △323 － 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － △776 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △35 － 

製品補償引当金の増減額（△は減少） △39 6 

環境対策引当金の増減額（△は減少） 119 △100 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 12 △10 

受取利息及び受取配当金 △68 △82 

支払利息 191 138 

持分法による投資損益（△は益） △25 △20 

固定資産処分損益（△は益） 49 64 

固定資産売却損益（△は益） △1 △8 

投資有価証券売却損益（△は益） △3 △2 

売上債権の増減額（△は増加） 1,254 262 

たな卸資産の増減額（△は増加） 685 △699 

仕入債務の増減額（△は減少） △581 531 

その他 △484 △247 

小計 3,262 1,824 

利息及び配当金の受取額 70 85 

利息の支払額 △193 △137 

法人税等の還付額 163 31 

法人税等の支払額 △375 △438 

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,927 1,365 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △2 △2 

定期預金の払戻による収入 10 9 

有形固定資産の取得による支出 △860 △957 

有形固定資産の売却による収入 7 17 

有形固定資産の除却による支出 △20 △46 

投資有価証券の取得による支出 △13 △11 

投資有価証券の売却による収入 21 15 

その他 28 74 

投資活動によるキャッシュ・フロー △828 △901 
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    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 335 2,008 

長期借入れによる収入 850 102 

長期借入金の返済による支出 △1,751 △1,610 

自己株式の取得による支出 △0 △0 

少数株主からの払込みによる収入 52 － 

リース債務の返済による支出 △406 △201 

配当金の支払額 △296 △371 

少数株主への配当金の支払額 △45 △81 

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,262 △155 

現金及び現金同等物に係る換算差額 38 △18 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 875 290 

現金及び現金同等物の期首残高 2,155 2,379 

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,030 2,670 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他
（注）１ 

合計 
調整額
（注）２ 

四半期連結損 
益計算書計上 

額 
（注）３ 

  国内塗料 海外塗料 照明機器 蛍光色材 計 

売上高                  

外部顧客への

売上高 
25,918 3,367 4,455 763 34,505 860 35,366 － 35,366 

セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

434 9 0 26 470 1,282 1,753 △1,753 － 

計 26,353 3,377 4,455 790 34,976 2,143 37,119 △1,753 35,366 

セグメント利益 953 220 300 116 1,590 51 1,641 28 1,670 

（注）１．その他の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、塗装工事事業、物流事業等を含ん

でおります。

２．セグメント利益の調整額28百万円には、セグメント間取引消去55百万円、のれんの償却額△26百万円が含

まれております。

 ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

当第２四半期連結累計期間において、固定資産に係る重要な減損損失の認識、のれんの金額の重要な変動及び

重要な負ののれん発生益の認識はありません。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他
（注）１ 

合計 
調整額
（注）２ 

四半期連結損 
益計算書計上 

額 
（注）３ 

  国内塗料 海外塗料 照明機器 蛍光色材 計 

売上高                  

外部顧客への

売上高 
25,721 3,558 4,279 699 34,259 853 35,112 － 35,112 

セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

621 4 0 21 647 1,281 1,929 △1,929 － 

計 26,342 3,562 4,279 721 34,907 2,135 37,042 △1,929 35,112 

セグメント利益 928 315 311 75 1,631 64 1,695 61 1,757 

（注）１．その他の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、塗装工事事業、物流事業等を含ん

でおります。

２．セグメント利益の調整額61百万円には、セグメント間取引消去70百万円、のれんの償却額△8百万円が含ま

れております。

 ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変更し

たことに伴い、報告セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更しております。

当該変更が当第２四半期連結累計期間のセグメント利益に与える影響は軽微であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

当第２四半期連結累計期間において、固定資産に係る重要な減損損失の認識、のれんの金額の重要な変動及び

重要な負ののれん発生益の認識はありません。
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（重要な後発事象）

ジャパンパウダー塗料製造株式会社の設立について

当社は、平成26年11月10日開催の取締役会において、関西ペイント株式会社の連結子会社である久保孝ペイント株

式会社との間で、共同で新設分割を行うことにより、国内における粉体塗料の製造を行う合弁会社の設立に係る共同

新設分割計画書を承認いたしました。

 

１ 設立の目的

大日本塗料株式会社と久保孝ペイント株式会社は、新会社の設立により、粉体塗料の共同生産を行うことで、市

場における競争力の強化を目指しております。

 

２ 合弁会社の概要

（１） 商号    ジャパンパウダー塗料製造株式会社

（２） 代表者   今市 伸浩

（３） 所在地   大阪市此花区西九条６－１－124

（４） 設立年月日 平成27年１月５日（予定）

（５） 事業の内容 国内における粉体塗料の製造

（６） 決算期   ３月期

（７） 資本金   100百万円

（８） 株主構成  大日本塗料株式会社：51％、久保孝ペイント株式会社：49％

 

３ 共同新設分割の要旨

（１）共同新設分割の日程

合弁会社設立契約書締結      平成26年７月29日

本件共同新設分割承認取締役会決議 平成26年11月10日

本件共同新設分割設立会社の設立日 平成27年１月５日（予定）

（２）本件共同新設分割の方法

大日本塗料株式会社及び久保孝ペイント株式会社を新設分割会社とし、ジャパンパウダー塗料製造株式会社

を新設分割設立会社とする共同新設分割であります。

（３）株式の割当ての内容

新設分割設立会社は、本件会社分割に際して普通株式10,000株を発行し、大日本塗料株式会社に5,100株

（51.0％）、久保孝ペイント株式会社に4,900株（49.0％）を割当てます。なお、本分割における株式割当比

率については、承継対象権利義務の簿価に基づき、両者において協議を重ねた結果決定されたものでありま

す。

（４）新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い

大日本塗料株式会社及び久保孝ペイント株式会社は、新株予約権及び新株予約権付社債を発行しておりませ

ん。

（５）資本金

本件共同新設分割に伴う大日本塗料株式会社及び久保孝ペイント株式会社の資本金の増減はありません。

（６）新設分割設立会社が承継する権利義務

ジャパンパウダー塗料製造株式会社は、本件共同新設分割に際して、大日本塗料株式会社及び久保孝ペイン

ト株式会社から、本事業に関する資産（1,000百万円前後）を承継いたします。

（７）債務の履行の見込み

本件共同新設分割後において、大日本塗料株式会社、久保孝ペイント株式会社及びジャパンパウダー塗料製

造株式会社の負担すべき債務につきましては、履行の見込みに問題はないと判断しております。
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